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1 過去の調査実施状況

　神 奈川県で は、こ れまで、大規模 な地 震被 害想 定調 査

を次の 通 り発 表 して き ま した．：

昭 和 46 年

日召手061 ・
隼

平成 5 年

初期被 害想定 調査

初め て 関東大 地 震 の 再 来 を想 定

地 震被審想定調査

南関 東 地 震、東 海 地 震 を想定

神奈川 県 西部地 震 被害想定調査

初 め て 直下 型 地震 を シ ナ リオ 型 想定

で 実施

地震災害対策計 画 の 基礎 とな る地 震被害想定をど うす る

か とい う問題 が あ りま した 。 県 で は、地震被害想定調査

の 見 直 しに は、費用 と期間が 必 要 で あ るた め．とに か く

計画 の 修 正 を優 先す る こ とを選択 し、地震被害想定 にっ

い て は、専 門家 の 意 見 も聞 きな が ら、過 去 実施 し た被害

想定調 査結果 や 調 査実施 過 程 で 得 られ た 知 見 を も とに 、
平成 8年 3 月に 修正 した計画の 中で 整理 しました。
　 し た が っ て 、計 画 修 正 後 早 い 段 階 で 被 害 想 定 調査 の 見

直 しに 着手す る こ と と し、平成 8 年 度 に 逆 備 作業 を実施

し、本格的に 平成 9 年度か ら 10 年 度に か け て 調査 を行

い ま し た。

　想定詰果を地域防災計画 1地震災害対策計画）の 次の

よ うな対 策に 反 映 して い ます。

　昭和 46 年の 初期被害想定調 査 は 、 大 震 火 災避難 対策

計画の 基礎 と な り、市町 村に 広 城避 難地 を指定す る 根拠

とな りま した。
　昭 和 61 年 の 南関東地震、平成 5 年 の 神奈川県西 部地

震の 被害 想 定調 査 結果 を、自然災 害 を 自 主 的 に 回避 す る

た めの 積極的情 報 公 開 と して の 施策 と して の 「ア ボ イ ド

マ ッ プ 亅 及 び 「新ア ポ イ ドマ ッ プ 」 に情 報 を 表 示 して い

ます。（液状化 、津波、崖崩れ ）

　 ま た、昭和 61 年の 地震被 害想定 結果か ら得 られ た震

度 分 布 を、防 災 上 重 要 建 築 物 の 耐 震 診 断 基 準 の 入 力 地 震

動 に 活 用 して い ます f

　 さ らに、平 成 5 年の 県 西 部地 震 の シ ナ リオ 型被害 想定

の 結 果 か ら孤立 地 域が 発 生す る こ とが判 っ た の で 、孤立

対 策 用備 蓄 倉 庫 を 整 備 した り、観 光 客等 滞 留 者 を 船 舶 を

利 用 し た搬 送 訓 諫 等 を実 施 し て い ま す。ま た、応急対 策

の 強化 をする た め図 上演習 も実施 して い ます。

2 見直 し経過

　 平 成 7 年 に 阪 神 ・淡 路 大震 災が 発 生 し て 、県で は 、そ

の 教 訓 か ら、地 域 防 災 計 画 （地 震 災 害 対 策 計 画 ） を 見直

す こ とを 決 定 し、即時 作業に 入 りま し た。
　 阪神 ・淡 路 大 震 災 が 人 口 が 密集 す る都市直 下の 地震 で

あ っ た こ と、恬 断 層を起因 とす る 地震 で あ っ た こ とか ら

3 調査の特徴

（D 阪 神 ・淡路 大震 災の 被 害実 態 を反 映 した調 査

　木 造 家屋 の 倒 壊 に よる生 き埋 め、情 報 通 信 シ ス テ ム の

機能停止 等を新 た に 考慮 しま した。また、報告され て い

る震 災 の 被 害 調 査等 に よっ て 明 らか に な っ た 点 を考纛で

きる よ うに 、従 来実 施 し て きた 被 害 想 定手 法 の 見 直 し も

行 い ま した。

  危機　理とい う　 点に立っ た調査

　防災関係機関が初動体制を取 りに くく、火災肢憲が 多

く想 定 され 、交 通機 関 や 繁華 街 に 滞 留 し て い る 人 が 多 い

と考え られ る 季節、時間帯 を想定 条件 と し ま した。
　 さ ら に 、 人 口 が密 集 し、都市機 能 が集中 して い る 県東

部 が 被 害の 中 心 とな る 地震 を想 定 し、県庁 が 被 災す る こ

とを想 定 しま した。
  応 急 対策 の 検 討 資 料 と して最 大 隈 有効 に利 用 で きる

　実践 的な 調査

　地 震 発生 後、被 害 を最 小 限 に抑 え る よ う、迅 速 か つ 的

確な応急対策を実施す るた め に は、事前に 被災の 全体状

況や 防 災機 関 の 応 急 対 策 活 動 の 様 相 を、時 間 の 経 過 に 沿

っ て想定 し、そ の 対策 の 諜 題を事前 に 把握 してお く こ と

が有 効 で す 。 そ こ で 、今回 シ ナ リオ 型被害想定手法 を採

用 し た。さらに、応急対策 に対 す る需要 を 定量的 に 把 握

しま した。
｛4） 新 た に 発生が 指摘され た 地震の 想定

新 た に 発 生 の 可 能 性 が 指 摘 され た 神 縄 ・国 府 津 一松 因
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断 層帯 地震 に つ い て 想定 し、 被害の 概 要 を把握 し ま した 。

4 想定条件

　想定条件は、こ れ まで の 地震被害想定調 査と同 じ条件

で す が、発 災 時 間 に つ い て は、午後 5 時 か ら、午後 6 時

に変更 して い ます。
（1）　季an　：冬　　　　（2）　 日 ： 平 目

（3）　発 生 時間 ： 午後 6 時

（4》 天 候 ： 暗れ 　 　　（5） 風 速 ： 3m ／ s

（6｝ 風 向 ；北西

5 想定地震

　今回 の 被害想定調査で は 、   地 震発 生の 切迫性 が 高い

と考え られ る もの 、  危機管理 的観点か ら対 応 を検 討 し

て お く必 要性 が 高 い もの 、  甚大な被害 が 県全域 に 及 ぶ

可 能性 が あ り、長 期的なま ち づ く りが求 め られ る も の、
と い う観点か ら、・次の 5 つ の 地震 を想 定 しま し た 。

○東海地震

　駿河 トラ フ を震源域 と す る マ グ ニ チ ュ
ード8 ク ラ ス の

地震。
○ 南関 東 地震

　相模 トラ フ を震 源域 とす るマ グ ニ チ ュ
ー

ド7．9の 地震。
1923年の 関東大地震の 再 来型で 、今後 100年 か ら200年 先

に は 地震の 発生 の 可能性 が 高い とされ 、 地震に強 い ま ち

づ く りの 目標 とす べ き地震で す。
○ 神奈 川 県 西 部 地震

　神奈川 県 西 部 を震 源 城 とするマ グニ チ ュ
ー

ド7 ク ラス

の 地震。南関東 地域直下 の 地震 の 一タイ プ と して 、特に

地 震 発 生の 切迫性 が 指摘され て い ます 。

○ 神奈川 県東部地震

　稟庁 直 下 を震源城 とす る マ グニ チ ュ
ード7 クラ ス の 地

震 。蓋 然性 の あ る 地震 モ デ ル で は な い が 、南関東 地 域直

下の 地震の
一

タ イ プ として危機管理的 に想定 した地震で

す 。

○ 〔参 考） 神縄 ・国府 津 一松 田断 層 帯地 震

　同断層帯とその 海域延 長部を震源 域 とす る マ グニ チ ＝

一ド8 ク ラ ス の 地震。現在を含む 今後 数 百 年 以 内 に 発生

す る可 能 性 が あ る と され て い る 地震 で 、学術的に は 地震

モ デル が 不 明 で あ る た め、今回、仮 に 地震モ デル を設 定

し ま した。　　　　
’

【想定地震 の 震源域 の 分布図 1
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6 物的被害の 概要

　今 回 の 被 害想 定 は、物 的被害に つ い て は 、 想定 地震の

再現性や想定条件 の 変更 に よ り変化す る こ と を前提 と し

て い る ため、重点を置い て い ない 。 む しろ、被害の 様相

や応急対策 の 流れ に お ける問 題 点 の 抽出に力 点 を置い て

い る 。 したが っ て、物的被害想定に つ い て は、数 寧 に っ

い て 上 2 桁表示 を基本 として い る。次に主な被害 の概 璽

を示す。なお、神縄 ・国府津一松 田 断 層 帯地 震 に つ い て

は、県地震被害想定調査委員会か 独 自に 仮 の 地震 モ デ ル

を設 定 し想定を行 っ た もの で あ り、地 震学上 未解明な点

が 多い た め．結果 は参考として と りま とめ た もの で す。
被害想定に つ い て も一次 被 害を 中心 に 想定 した た め 、延

焼火災等二 次災害 は想定 して い ませ ん。

死 者 重 症 者 建物 被害 火 災

地震 （人） （人） 大破棟数 焼 失棟数

東海地震 230120020 ，1002 ，200

南関東 地震 1
，
6006

，
400319 ，000220 ，000

県西 部地震 60067033 ，7005 ，
300

県東 部 地震 2，7002 ．90095 ，000120 ．000

（参考）

神縄 ・国府

津一松 田断 7、6006 ，600410 ，000 一

層帯地 震

7 シナ リオ想定

　今回 の 調査の 特徴で あ る シ ナ リオ に っ い て は、発 災 直

後 か ら重要 となる応急活動ごとに 想定 した。

○ 消火 ・避 難誘 導 シ ナ リオ

○ 救出活 動 シ ナ リオ

○医療救護活動 シナ リオ

O 破災者救援シ ナ リオ

○ 生活 復 旧シ ナ リオ

○ 災 害対策本部シ ナ リオ

　ま た．各応急活動が一覧で き る f全 体シ ナ リオ 」 を作

成 した。次頁に 「神奈川 県西 部 地 震 」 の 全体 シ ナ リオ を

示 した。

8 防災課題

　今回 の 被 害 想 定 で は、物 的被害想定、シ ナ リオ想 定 だ

けでは な く、シ ナ リオ か ら被害の 状況や応急対策活 動の

様 相 に つ い て 分析 を 行い
、 そ の 中で今後も取 り組むべ き

防災課題 を整理 しま した。
○都 市 の 安 全性 の 向上 に 向けた長期的課 題

○ 応 急活 動 事前 対 策 の 充実 に 向 け た 中期 的課 題

○応 急活 動 事前対 策 の 充実に 向け た 短期的課題

○ 復 旧 ・復 興期 の 課題 　　　等

｛資料 ）

神奈川県地震被害想定調 査 報 告 書 ， 平成 11 年 3 月，神

奈川 県地 震陂害 想 定調査 委員会
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　6〜了時 囲後

〔午畿 ！2〜午前 1時｝

　 　 ▼

　1塒 悶後
く翌日 午薗 6時，
　 　 ▼

　24時闘 後

【翌 日午後 6時）

　 　 ▼

48時 凹鍛　　 72時 間後

▼ ▼

1 図聞後

▼

★ 遜加の 応擾泥遣を 検討　　　★救出含同 凋整 金嘱

★酪立 地区への翰送 検討 一△ 空と海 か らの 7欠 Z不簡

　　　　　　　　　　　　 翰 送更鱗　　　　　　　△ 孤立地区 への蠱 田 邸 隊操入 ，蓿動 四 整蛤ま る 」．

★応蟹体 黝の 驃除

★吼 へ 応 旗翼認　　〔　2　次、　　自衛 隊黜　潟 俣、　血槻 や 照明｝

★関係 甑関へ感槻 要緬 ‘2次 ｝　俑 防，警察）

責七螂 県市、　脇定 弼市等へ応獗竪婁潔　（2　次，

貞罐焼 地区 に避 難櫓示が 出 される一 費避 難撤 示の 区壊が拡 大 され る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ★ 醒離指示 岡除
★翰 遂手睡 ・方法 の 図整 　　　　　　　

・堽 ラ ンテ 47 箝望音 の間 い 合わ せ が増える

窟 麟 へ応慢 要跚 く孤立 埴区 ・2 次⊃

ム 潔 ラ ン テ ィ ア の 凋蟹

★ 驪急酒防擾肋陳を 含 め た　　　　　　　　　　　△ 廼焼 筑火 （凵時 閭）　　　　　　　 ★一般 の 体朗起 移 韮〒

　作戦 に 移抒
△本格 的 な後 方支皿 嘱旛援 部隊 含ω が始 ま る

　　　　 〔職 戯交替、食斜．宙泊 ．燃 桝等）■齟−齟■■「．■．r■．r−■■r，齟−■■L■■．．．L■．．「．「」 ．」L．■．．．．F．．．．．，1．1r．r．−F．．．．r．．■ ■．−1「． 」．． 「．．．．L．■」．L．．7L」．L齟．．層．F．．．．，L．」．」」」LL齟幽LLF層．．
　　　 △ 延漉地区 や そ の 周辺 の 佳 戻の

一
ム 対 象地域 Φ 往民の 避鰻完 了

　　　　 遜騨が 読 （　　　　　　　　　　　
L →△ そ の ま 裏 ．憩麗 所 へ収 容

．　　　　．　’」．」F．・．，，，．，’．’「　「1 ．．」−．L．．．．．幽．」．，．」．」．．

△ 大坦頓現 場 の 錬出 話勤読 く　　　　　　　　　　　　　　　　　　 △ 大規頓現場の 話動繍了

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△ 応扱 諦阪 を 含め

　　　　★渠 1回 散出活動調 整会誣 　　　　　　　致出 咋室 が 本格化　　　　　　　★第 2回救出活 勤調整 会蹟

　 　　 　 ｛早翊 からの 活動調整 ：讐 峯、痢防、自衛隊 ｝　　　　　　　　　　　　　 ｛作叢稲告 と翌 日の 指 霞図 整，

　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　★孤立地区話動 四整会 贐■．■．■．■馳「「−「．「．． ．．L．．．．．．齟．． ．．．齟．．」．「L ．．」．．．■」．「．． 1．．．「．．．． 「■−「−「「−「−「「−「1「．■「．．「「．−「「−■■「「■−．「．「1．

△ 救出屠動が ほ冠 亮 了

★第 3 圄救出活動四 整金罎

　「．「．1．L．．齟．．．幽．．．．．．． ．齟齟」L．．齟」．．LL．．」．．」．齟．．．．「r−「．「．1
△ 家族 ・隣 人 侃 よる 救出 が ほ ぼ 終了

　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 ★ 応擾蔀隊 を 含め　　　　　　　　　　　　△駅 短を要 する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’
　 医 療 救讃 沼 動が 本格化 　　　　　　　　　医 療 穀護 蓿動ゐ｛

　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 一段 落する
一★熟 傷患者 の 槻 遣先を傑 し始 める

馳．． ．．．．．」．．」」」L」．． ．．．．．．．． ．「「．．．．．．．．．．「 ．「「．「「「1．1 1．，．．・．．．．．．1「1．「．．F，．F．．」
△ 負傷智の 臂診．．「幽幽・．」」FP，1，．，幽L．．．」．齟．．．．．鹽．「．．．．「「−．鹽，「「．1．．」．．．

△ 痢 院 へ の 応 田班 の

　一鄒鍛退始 ま る

．°’°’．．「’「．’．　　．”1H
　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 △ 麟院 ・救硬 所等の 一△ 駿 2 医廉対ε一殴 露

△ 衡召して める医稟品斧 の 供出開 貽　　　　 活動 伏配把 握 費応痩医療 敵潼班勗 1は帰怪

　★ ヘ リポ ート、飴出拠点 の 準 礪　　　　 △ 億援 邸隊を 含め
．
医康 搬送 艮び

△ 眞罵患 者の 搬 送娼ま る　　　　　　　　　　綾災 地円医 脛救攝活 勤が 本陪化

　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　 ム ヘリ搬送開 蛤　 　 　 △ 巴者搬送完了

△聚急 を要す る

　瑳廉 畋送活勤が ほ ぼ終了
禽医療 搬送活妨 が

　 11ほ 終了

△ 本 措的な 運宮が始 ま る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 △弱 智朗け対忘が本格化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム ボ ラ ンテ 47 が 遍齢 駈に 入 り始め る

　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　ム 遡 難書名簿 岱戉

　　　　．1．．． ．． ．．．」．L ．．−F．．「1．1．，，．，F，L，．．1．．．F−．■．．「．．F11幽．．，■．．．．．．「「． 「．「1「■「「−■．「．1「「「．．幽■．．．．「．，「．．，」噛．・■■−1「−−．．r．．．．．．． ．．．．．．L．．．1．「 ．．．．．」L ．．7」齟「．L．．」．．層L「．．
　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 △ 本播 応2 絵 水が始 ま る

ム 僚 召柳貞 が 遵鷺所に 届 き始め る　　　　 △ 物挺調達墾研 が本格 化す 6

ム 協定先 竇 へ の 物資調達 を闇 始する　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 △
一

邸物賞 が瑚 看し始 める　　　　　　　△物 負の 確保 が本格化 す る
．．．7．7．．．．齟．．．「．．．，．」．齟．」．」．」．．L．L．齟．」」．．L． ．．．．．．L」．齟」．． ．．．「」．「．．．r．．層．．．，．．「． ．．−．「「「「．「．．．．．．「．．F．F」．」．，．．「L齟層F層「．層．F．F．．F．．」．．」−．，．．．1．．LlPLFF．．，．」．齟齟・．．L．」」L．

．
」．．．．．．」．」．」．」」．L．」」．．．．．． ．．「．r．．．．．．．．．．．「

4 濬留者 が徒歩 で総 宅し蛤 め る

ム
ー郎が 萄雌所 へ陶 か う　　　　　　　　　　　　　　　　 ム 齪 光客涌 留咎の

一
△ 観 光客滞 暫 哲O

‘遭距 麗者、非遡勤暫等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　移送 が必 要 とな る　　　　移送 が 1〒わ れ る

　　　　　　　　　　　　　 △ 遺路 の 本櫓 阻応作婁 の 開始

△応 忽啓開 ・復旧完了

△ 県内 の 話 槻邸隊 が 読 々 と 到魯

△ 応擾 の 販幌 郤隊 の 一△ 出発

　 出発 嬪愴

ム 黷象荊 防団幼隊 の
一部が 到君　　　　 △ 緊惣消防 擾助 隊の ほ とん どが到簷

△先 発致鴛 隊に よ る陸 路葭送開始 　　　　　　　　★ 員贋竜 受入 れ の 本幡化一 △ 後 方医療救護活晩纏読
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△ 医療救顕班の 一 △ 現地到魯医療救腫聞始
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 △ 孤立 城区へ郎隊投入 閉賄　　　　　　 後続邸隊 が 出尭

△後方医療 飮

　讀活勤纏読

△孤立 地区 へ 部隊設人 開蛤

一
△ 現地 剄管　　　　　　　　　　　　 △孤立 地区 へ邸隊設入 闘 貽

　 　 ム

6〜1時 間後

　 　 ▲

12時 閥 後

　 　 ▲

24時 凹段

　 ▲ 　　 　 　 　　 　▲

48時閏後　　72時闘峻

　 　 ▲

且 9 悶後 ．
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〔時聞怪 遇）

　
コ

災
時

　
6
　．

発

午
▼

　
〔

1時悶後

｛午鍛 了時，

　 　 ▼

　3〜塒 閲 後

〔午後9哈lo時冫

　　 ▼

★臓q の 非需魯鍋開始 ★応 慣邸眩 の 配分 を検討
★災害対簸＊ 部 湊寂 ・框 定腰 害u 鯛 収儀 ★ 県内 の応 撞疑躍 ‘消 防庁 、饕察、自槭 隊， 貞関 係穂関 へ 応 鍛要瓣

県 災対雰 舘 　　 　 ★ ヘ リ コ プタ
ー

に よ為 留 細収鐘開 貽　 ★ 窃資確 係準m．
★医廉救厘本 師 駿敏　　　　　　　　　　　　　貞 交通軸 送手殿 の 暗保 頃慨

禽物貸供給 田点 の

　開綬 準旧　 　 　 　費 ヘ リ浦火 の 検討

責顧瀘班振遣 ・段方田送 の準 箇

★職 口の 非窺鉾 集開蛤　　　　　　　　　　　★ 蝦防の 広域応 煙靂組 ‘県下 協定応 摂 ．悄 防『デ，　　　　　　　　　　　　★樹 擬確保 に関 して

市 町村 ★災醤対簾 本邸 設置　　　　　　　　☆銀へ底援 要鵡 u 次｝ 応擾　　　　　　　　 要鳩 儡 ，闘係楓関 ）

災対 本鶴 ★窃擾準爾　　　　　　　　　　　★関係殿鬮 応^ 旗要偲 u 次 嬰鵬》 「
★七妬県市．脇定5市脇へ応 擾蟹附 q 次 曝磆 〕

★協定魏賓惚会等 へ 店援 熨毋

★自箭隊温 還を県へ要蹴

費広域医療 救燈 劉 置・広 域医 療搬 送要晴

火 6 監擾カ メ ラ 、竊所　　　　 △ 画勤　　　　　　　　　　　　　　△ 1夜運用 で渦火 △ 澗火で 逸な い 覡堝一 ★延焼対 応の
境★畠 湿郎隊を 含一

災 滴 防 見 蛋りに よ り覚 知　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に あた る へ2次運 用　 　　 　　 　作戦 に 移行 め た 修戦駕 移行
滴 防団 ム 職 員 の 葬鷲 診餓 △

一
翻非露 参羅魔員が 貨応 罎 郤諒の 開整．ム コ ン ピ ナ ート埴区 の 安全確 姆 救 出橘動 に 望わ る ・誘醇．齟．LLL．LL．．．，．「 ．唱．．．」．．」．．．「「．．■．．． ．齟層．」．．1．r．．．．1rr ．．r．rr．1．．．「−．．1 ．．．．1 ．．「．」．．・「．11−1．．−．．．．．齟．．．．L」．「．．．」．FL．L」，．L■．．． ．L．」」．．．．」」L齟．」．」．LL．．」」．」」．」．．．

住 屍等 △住 昆、自皇防 移に よ る　　　　　　　　　　　　　　　 △
一翻俵匪の 避盤が 始 皀 る △延焼地 区の 遵瞞が 一

避 ” 焔 火活動が 行わ れ る ピ ーク に 違す る

歓 淆 防 △ 津 波発生　　　　　　△ 警虐及び 隘鰍盲檀索 開始
酒 防団

出

△

鶲 識 　 簾懣驪匸鑼 1誌が

△ 略閹の た め 活動笥約
△越焼鳳大 の た め泊防は

救出活鋤 困難
　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 出動 で さず
△ 鼓寄 伏況収墜 懲 髴蛬識   わ れ 弧 不財 。 一 ＝ 衾獸 鬣獣 齣 鯛「，．．．「．． 」」．． ．．i齟．」．」．．．．「．L．，．，．．．．11．．鹽−．■幽．■■齟」」■F，．」，・，，．，rr・1「，「・「・−．．．．齟．．． ．」r．．．．．r．．r．．rr．．．．．rlrr．．−．．L．」」．．

佐艮等 り △ 睾族 ・瞬 人 に よ る　　　　　　　　△ 自主防 、往民、駆窺所 の △ 臼主 防、住足、　事 戴書 に よる一△略団に より 活動難航 一
対塔 散出蓿動始ま る　　　　　　　　　　組 識的活動が始ま乙 組 殿的活動力｛本旛 化 △ 土木

・
建簾箪 智が

霞搬聯 を 提俄

医 勇堝 ・医 △ 負傷暫の 病院等へ一△
一

邸 病 院へ霾勸 喋 中負傷 智 へ の 簡阻 な応急 △聾自に 服 送先を 匹すが ζ搬送 兜及び △応罎数 象車医療追
簾 療 銀函 で の 段 釧が始ま 6　　　　処誣 の み 実施 鯉送手段 の 薙屎 蹴航 到哲 し 晒める　｛不足 伏慰 ｝
救 の 対扈 △ 医療 関係智の 参案一 △ 痢院 ・吟療 所 で の 対応開 始 △ 火災延 混一 △霞症籍 優患者が 出始 め る

緩

蠶羅 飜 轗 鍔齋 「
△隠飆 鰍

．．．． ．．．．．．．」．■．．齟「．．．」．．． ．．，．「．．1r．r1．−r．r■r．．r1．．「−r「．r「「． ．．．」，．．．■．，．1．■．幽r−■■■ 齟．．．．．P．「鹽．鹽．．齟．．．」齟．齟齟」齟L」．齟齟L齟齟L．．．」」L．L■」．．r．．．L．．． ．．．1「「「−「−「「■「■．「「−1．■−．．．
市町 吋 に △ 医療 協関の 請帽収 粟朋 始 責 広域 医療救護、広域厳送 疑拑 △広域医 療 の 2次竪蹐 r
お ける肚 ム 119　番　．駆 付 乙ナで 救 惣 △ 救2 取13ほ と ん

一
△他病院 へ の 皐曾 の黛該等縄 よ各渉 送揃示一 △ 周辺 病院 も混 雑の た め搬 送先を擦す の が困翳

送等 の対 要盟 が架 は じ め る　　　　　　　　ど 幽動で きず ム厳送 先及び 融送手鼠   確 保 踊餓 △病 院ま で の ピ ス レ ン 翰送
酪 △ 散田所 開設が 必 罠か悄 輾収議一★ 激議所 闢般準 備に入 る △ 救灑所 への 隈療 関係醤の 参 鍋呻★救讀漸 の 一邪開殴

岐

災 選難所
△避鳳所 の 開 設單熔

〔管理 賓 に よ る安全確昭 D
△

器鏨
一
｛：会彊覊 糶 匿隲 覆

れ ト ム

麗豪畿
」

智 め る
救 ．1．「．．． ．−「L．．「L．．1」 ．」．L．．．．．齟．．．．．．」L．．齟，．．」齟．F．■1「 ．．．r．齟L．L．．L．齟齟．L．」．．L．．．」」．」．．」」LL．．」．．」．」．1−．．．．L齟齟」」齟」」，L」L」．．．．「．．「．． r．．」．7．．．■．1．r■−−．■Lr1■」1■■−■■．r■．■，噛Lr．．．．層．「．．−．．
榎 △ 避鐘所 内の 僑暫物 費

柳費岡壌 配付聞 始 △
一部論永開 始

肯協定朱 等 へ の窃資調達を開胎する が 遷絡が 取れ な い 一1「． 　■．−」．−1．■■■．． ．．「 ．．．齟．．．
△施設管 理冒 等が巽 全確保

．」F，．．PL，F」．．．「F．．1．．，．．幽．． ．齟」．」．L．．．」．．」．．．．．「．1．．r．．■r■．．，．．．r
△ 状況等 ＝ つ い て 頃次 △ 層 宅 径 路 等に つ い て

湖留 智 情幅提 倹が 行われ る 嶽輾 腿驤が 行わ れ る

対【δ △一耶の 滞 留 者は 住民 と と もに 遜髄

遺 路 △ 進 路絏災笛 所 の 通 行規制 △緊急交 通路の 臨定
」夐路点検 パ ト ロ

ー
ル 開始 優先的 規胡 ・啓閉

△験愁交 通路旭翻

迂 固路 綬定

県 内廊歴倒

　 　　市 町付

△ 応 坦出動準 俶一 △酒防広 域 嚆陽

　　 　　 　　 　　 　　要縛 を受 ける 準伽

△ 応援出動　　　　 △ 矯 防広増応 逕

　　　　　　　　　 要 跚を受 け る

△応 優部隊 出勤

　 　　 　 L − ・△ 第一障到著
△ 目市区町 村内を讐栽　　　　　　　　　　　　　　　△ おおよ その △広域医療応 坦一△ 披災地 か ら の 篋寵耆の 受入れ 準僚 闇始 一 △負殯者畏 入れ 開始

騙 歪開鱈 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 状 祝を隠認　　要丗 を受 け る

鼠 外応扱

△ 驫県 内 破害調 査の 開蛤 △

黷鴛灘 監r 匚 会黷爵鷺鑞畫蹇劣赫厂
△ 襲 鯒 防

鬻 嬲 譜
鳬
一

貞応擾田動 △匿送広 域応 援 一
△ 棲拠雨 町村 o 伏況 や ★鵬 榎救急際

準飼 要鋤 を受 囓，る　　　　　遣路腔書情 田の 収集 出 動

県 讐本邪 ★ 饕曾本鄙 投髓　　　　　　　　　　△ 堕害情冊嘔蟻開 鮨

　△ 初勤体 絹醸立 憎承　　　　　　　　△ 磁鴎破害 確認甌 嬉

△陵害目所 が多数発生

　 して い る二 とを把握
△ 道路鼓 害概饗 輯明

　△ 繋緯 交通蹟揃定
△ 椎定は 害悟 仭収 礒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△ 先 行辮 忸 班 ム 碾 確動隊 の 出動一△ 奥堀到著 畿活動聞娘

ム ヘサ テ レ 送信 関始　　　副 靈 開始 ★ 警寮庁 へ 応援 要緬

自 断隊 △ a 害綱 査話勤閼 始 一
△ 出勤禦 僚一 △ へ広 航 塰蝕力噛 勤 △出 動到切を受 サる

一 △第 【障出 舞
△ 広 域の 深還 準僑開始

〔博聞経遇 〕

　▲

発　 幾
　 ▲

監時 閭綾
　 ▲

3〜4時聞後

一59一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　Ser ▽


